
日本における輸血後肝炎発症率の年次別推移
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注 １ ： Ｃ 型 肝 炎 ウ イ ル ス 発 見 後 早 期 に 開 発 さ れ た Ｃ 型 肝 炎 ウ イ ル ス 抗 体 検 査 （ 第 １ 世 代 検 査 法 ）C100-3
注 ２ 法 、 法 ： 特 異 性 ・ 感 度 が 改 善 さ れ た Ｃ 型 肝 炎 ウ イ ル ス 抗 体 検 査 （ 第 ２ 世 代 検 査 法 ）PHA PA

※「日本赤十字社輸血後肝炎の防止に関する特定研究班」
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